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総合演習
文献 「書き方 を中心

平成23年度全学共通科目

「情報探索入門」 第14回

（2012年1月23日）
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―文献リストの「書き方」を中心に―

京都大学附属図書館研究開発室

准教授 古賀 崇

本日の内容
• 講義・説明

–文献リストの書き方の説明

–補足：有用な情報源など
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• 演習（授業時間内に回答を終えること）

–総合アンケートへの回答も（1/30締切）

本日の演習課題：
文献リストの書き方について
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文献リ トの書き方に て

※配布資料『参考文献の役割と書き方』も参照のこと

http://www.sist-jst.jp/pdf/SIST_booklet2011.pdf

引用・参考（参照）文献リストの役割
（配付資料 p. 4）

1. 自身の論文の新規性、独創性、信頼性の
明確化

2. 先行する著者（先人・先輩）に対する敬意

3 出典の明示
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3. 出典の明示

4. 読者に対する情報提供

↓
・「パクリ」の禁止

・文献探索の「いもづる法」

への貢献

引用・参考文献リストをどう書くか

• 十分に正確な文献情報（書誌要素）を示す

• 表記法を統一させる
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→ 実際には分野や雑誌によって表記法は微妙
に異なる

– 指定された表記法に従わないと「ボツ」になる！

SIST02：参照文献の書き方
http://sist-jst.jp/handbook/sist02_2007/main.htm

• SIST＝科学技術情報流通技術基準
（Standard for Information of Science and 
Technology）

SIST02の役割
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• SIST02の役割

– 参照文献リストに記載すべき要素や書式を
引用・参照元の情報源ごとに網羅的に定める

• 配布資料『』は以下に掲載
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参考文献として書くべき要素
（配付資料p. 7～）

Title
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①著者 ②標題
③出版・
物理的
特徴

④注記
（URL、

アクセス日
など）

本文との関連づけ（配付資料 p. 17-18）
• ①引用順方式
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参考文献

出典：古賀崇. 米国の公共図書館における政府情報・電子政府関連サービスの実情：
公共図書館の価値への期待と政府業務の縮小とのはざまで. 現代の図書館. 2009, vol. 
47, no. 3, p. 180-187.

本文との関連づけ（続き）

• ②著者名・発行年方式

参考文献
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参考文献

出典： 櫻井義秀. 分野別研究動向（東南アジア）グローバリゼーションと地域社会変動. 
社会学評論. 2008, vol. 57, no. 1, p. 204-217.

引用・参考文献の省略表記

1) 古賀崇. 米国の公共図書館における政府情報・電子政府関連

サービスの実情：公共図書館の価値への期待と政府業務の縮
小とのはざまで. 現代の図書館. 2009, vol. 47, no. 3, p. 180-
187.

2) 前掲1), p. 181.
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) )

3) 松井茂記. 情報公開法. 第2版, 有斐閣, 2003, 555p.

4) 前掲1), p. 185.

5) 前掲3), p. 40.

引用・参考文献の省略表記（続き）

1) Koga, Takashi. Access to government information in Japan: 
a long way toward electronic government?. Government 
Information Quarterly. 2003, vol. 20, no. 1, p. 47-62.

2) Ibid., p. 48.

3) Roberts, Alasdair. Blacked Out: Government Secrecy in the 
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Information Age. Cambridge University Press, 2006, 322p.

4) Koga, op. cit., p. 50. 

5) Roberts, op. cit., p. 18.

• ibid. : ibidem = in the same place （直前に参照した文献に）

• op. cit. : opere citato = in the work cited （前掲文献中に≠直
前）

関連文献

• 藤田節子. レポート・論

文作成のための引用・
参考文献の書き方. 
日外アソシエーツ, 2009, 
144p.
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144p.

• 林紘一郎, 名和小太郎.
引用する極意 引用され
る極意. 勁草書房, 2009, 
225p.
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補足
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有用な情報源など

文献管理ツール

• RefWorks、EndNote Webの解説

– http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/erhelp/citation.html

– または図書館機構トップページ→左下の「電子
ジャーナル／電子ブック」または「データベース」→
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右上の「文献管理ツール」より

データベースから文献管理ソフトへの
書誌レコード取り込み（インポート）

KULINE
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RefWorksに取り込まれた書誌レコード
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他のデータベースの例
CiNii（Articles, Booksとも）
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Web of Science

リサーチ・ナビ（国立国会図書館）

http://rnavi.ndl.go.jp/
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京都大学図書館機構 レファレンスガイド
（機構トップページ左側「資料の探し方ガイド」より）
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図書館での講習会への参加を！
• 図書館機構トップページで随時案内

– またはトップページ左側「講習会のご案内」より
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/
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